
高森町大字高森 1539 番地 3

委員氏名 担当地区
工藤　英雄 菅山
工藤　健藏 永野原
甲斐　撮雄 下切
児玉幸之助 中
二子石富士夫 矢津田
山永　　宏 津留
草村　秀士 野尻
下田　修一 尾下
後藤　幸男 河原

委員氏名 担当地区

矢津田勇次 中・矢津田

甲斐　正一 津留

城井　若生 野尻

首藤　光一 尾下・河原

三森　伸治 町内全域

吉良山友二 町内全域

山村　珠美 町内全域

問 ☎６２−９０３４
火災・救急１１９

消防１係 消防２係 消防３係
分 隊 長 下城　隆浩 東　　賢典 倉岡　昂輝
機 関 員 重野　浩輝 阿南　　賢 吉野　健太
隊 　 員 興梠　　守 藤本　貴大 笹木　盛光

消防１課 消防２課 消防３課
小 隊 長 遠山浩一郎 長野　賢二 芹口　正典
１ 分 隊 隊 長 渡邉　興輔 高日　春幸 池部　　健
機 関 員 甲斐　洋次 松崎　　聖 中山　大輔
隊 員 中野　柊作 田上　亮平 吉野　朝仁
救 急 隊 隊 長 山内　直樹 桑野　駿作 岩永　孝綱
機 関 員 佐藤　慧史 片山　賢一 磯田　侑希
隊 員 野口　隆史 赤尾　　茂 藤本　裕太

〈分駐所長〉下城　隆浩

〈分署長〉坂田　尚一

4 月の定期異動に伴い、南部分署及び
野尻草部分駐所の職員が一部変更とな
りました。

　

今
回
の
定
期
異
動
で
南
部
分
署

長
に
な
り
ま
し
た
坂
田
で
す
。
出

身
は
南
阿
蘇
村
河
陽
で
す
。
職
員

全
体
が
若
返
り
、
気
力
、
体
力
は

充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

な
に
ぶ
ん
経
験
不
足
は
否
め
な
い

と
こ
ろ
で
、
ご
叱
責
も
多
々
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
私
も
本
年
度
で
消
防
歴

40
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
高
森
町
・
南
阿
蘇
村
消
防

団
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

地
域
に
住
む
皆
様
方
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
職
員
一
丸
と
な

り
職
務
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
今
後
と
も
南
部
分
署
・
野
尻
草

部
分
駐
所
の
職
員
を
含
め
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。　

南
部
分
署
長　
坂
田　
尚
一

追
伸　

　

ご
自
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
電
池
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な

ど
の
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
消
火
器
の
ご
使
用
期

限
は
10
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
重

ね
て
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

分
署
長
か
ら
皆
さ
ま
へ
ご
挨
拶

新
昭
和
公
民
館
が

　
　

 

完
成
し
ま
し
た
！

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
目
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る

宝
く
じ
助
成
。
こ
の
助
成
事
業
に

よ
り
、
昭
和
区
の
公
民
館
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
費
を
財
源
に
助
成
す
る
も
の

で
、
今
後
、
地
域
内
外
の
人
々
の

活
用
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る

来
館
者
と
地
域
住
民
の
交
流
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

農地利用最適化推進委員のご紹介
　4 月１日付けで、農業委員会会長から１８人に委嘱状が交付
されました。農業委員と共に耕作放棄地解消、新規参入促進な
どの「農地等の利用の最適化の推進」のために活動します。

※敬称略 ※敬称略

高森町農業委員のご紹介
　地域の農業者や農業団体からの推薦により、３月議会で同
意を受けて町長が任命しました。農地の売買や賃貸借権の設
定、転用許可、農地の斡旋・紛争防止等を行います。

３
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
！

委員氏名 担当地区
本田　逸雄 高森（村山）
中川　浩志 高森（上在）
津留　康憲 高森（冬野・森・津留）
本田　　一 上色見
後藤　則和 上色見
村上　公夫 色見
岩下　博昭 色見
阿南　時治 草部
芹口　民雄 芹口

委員氏名 担当地区

三森　一男 高森（村山）

髙崎　堅誌 高森（上在）

谷川　春水 高森（津留・南在）

楢木野繁英 上色見

色見　隆夫 色見

岡本　房雄 草部・芹口

工藤　進二 永野原・下切・菅山

第
７
回

南
阿
蘇
鉄
道
沿
線
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

犀角山トンネル

▲

撤去前（上段）

▲犀角山トンネル
　撤去後（下段）

　

南
阿
蘇
鉄
道
の
全
線
復
旧
に
向

け
、
県
と
地
元
自
治
体
、
同
社
で

構
成
さ
れ
る
南
阿
蘇
鉄
道
再
生
協

議
会
が
３
月
28
日
（
木
）、
熊
本

県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
７
回
目
と
な
る
今
回
の
会
議

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
報
告
、
復
旧
費
用
に
か
か
る
国

か
ら
の
継
続
的
な
支
援
を
求
め
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
中
長
期
的
に
復
旧
工

事
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
な

予
算
額
の
確
保
や
昨
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
南
阿
蘇
鉄
道
沿
線
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
く

取
組
み
に
つ
い
て
の
助
言
・
支
援

を
求
め
る
た
め
、
継
続
し
て
国
へ

要
望
活
動
を
行
う
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
線
復
旧
後
に
線
路

な
ど
の
鉄
道
施
設
や
用
地
を
保

有
す
る
新
法
人
の
形
態
に
つ
い

て
も
議
論
が
な
さ
れ
、
今
年
度

中
に
方
針
決
定
が
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
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